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【学 フォーラム】 

 

子 もに える SDGs 

愛知学 大学 教育学  佐  実  

 

要 旨 

は人 成の基 を う 要な である。 たちは保育 を目指す学 として、

子 もに「自分たちで地 を る」という考え方を当たり前のようにもって しいと う。そ

のためには、子 もが しく学ぶことが 要である。子 もの特性を考 し、「 」を通して

SDGs を に じ、 味・ をもた ることが ではないかと考える。その方 として、

本学 教育学 の 行事である「こ もまつり」の の提 において実 した。その結

果、子 もたちは、 を しみながら分かり すく SDGsを学ぶことができた。 

 

１．目的 

SDGsは 年 会的な課題となっている。しかし、SDGsについて「 いたことはあるがよく分

からない」と える学 が いことが現 であった。同 に 化 大 な 地 の環

が 化してきたことも じていた。 なことでは、 の の動 の行動 な

自分たちの子 も とは少し つ 化がみられる。「地 が ない 」ということは とな

く実 している。 たちは、この地 の自 の で かな子 も を してきたが、この

環 は に くものではない。子 もを取り く環 の 要性については保育の 業で学

できた。 たちは、この地 環 は子 もたち自 が っていかなければならないのではない

かと考えた。SDGsについては、17の目 を子 もに分かり すく 説する本が されたり、

動 で されたりはしているが、子 もが ながら に じたり、 をもったりする

ような方 が されているものは 当たらない。そこで たちは、子 もが SDGsを に

じ、子 もに分かり すく SDGsを える方 を探ることを目的とする。 

2. あそ の と実 方  

（１）子 もの特性を考えた  

 の特性は、環 との 作用によって発 に必要な経 を み て成 していく。 

 このことから、 は な環 の を大きく けること、 は 味 を ったも

のに自分から わ うとすることの つが大 であると考えた。 子 もの なもの 子

もが 味・ をもつものの２つを とし、 を考 する。 

（２）実 の方  

本学の「こ もまつり」とは、 教育学 の学 が となって ・ をする 行

事であり、１年 を通して取り組 業である。地域の 子を に の場を提 している。

は、 前、 の 100組を で している。今 の ー を「地 を

う SDGs大作戦」とし、子 もにとって なもの 味・ が てるものという２つ

の から、 ームが SDGsの目 に する を考 し、「こ もまつり」において実 す

る。 

3. 実  

 こ もまつりは、クラ （ ）、お話 （ ）、 （ ）の 3 １ の を

提 した。 の考 においては、2 つの のとって なことであることと、
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結能力（ ・54 ） 

を に開き、 する。 の力を き、 行 のように の を前 に る。最 は

い ングを行い、 に よりも が高くなるように大きな ングを行う。最 に ン

グの としての の 転を行う。 

結能力（ ・42 ） 

クの ッ を の ムに わ て行う。その 、 えの に る。 

別能力（ ・50 ） 

ン を 用した ッ 動。 ック ッ 、A ッ 、V ッ 、 ン

ーの動きを行う。 

能力・ 結能力・ ム能力（ ・2分46 ） 

動 の をしながら動く 動。うさ （ をついて ぶ）、くま（ をつかないで つ

いで動く）、 （ けで のみで動く）、あ らし（ は わ に けで上 を支

えて進 動き）の をとり、動く。 

・クール ン（ 61 ） 

． 研究結果 

 ーディ ー ン ー ングの ン ー 結果より、 ー ングを行う けではなく、

と わ て行うことで、 ム く力も うことができると じた。また、 と組

み わ たことにより、 しみながらできたのではないかと考える。 ン ー の 目で

ある、 「 ー ングの さは うでしたか 」 「 と動きは っていましたか 」

「このような ー ングを りたいと いますか 」については、 定的な が れも

100 であった。また 「 ー ールの動きに ちそうですか 」については、 定的な

が 88 であった。このことから、 ー ールにおける ーディ ー ン ー ング

は にある 度 け れられていることが示 された。また、 ン ー の自 では、

ー ールの動きにつながるといった な があったため、考 した の動きと は

ンク していることが示 された。 

． まとめ 

 今 は ー ールの ーディ ー ン ー ングの の 作研究を行うにあたり、

作 けではなく、実 研究発 を行った。その で、 と ポー な を組み わ る

ことは しくできる かに、 く力・考える力・ ム な も うことができると じた。  

今 の として、他 の ポー の ーディ ー ン ー ングの 、他 の

ポー 、他の教 と を組み わ た教 的な研究を進めていきたい。 

 

 本研究は岡崎 子大学研究 理 査による を て施行した（ 4年度通知 04035）。

に しては研究についての説明をし、資 は 化し個人 保 に して行った。 

 

1） 岡 成 本 （2020）「 の ーディ ー ン ー ングがもたらす 的

果について」 崎 学会 30 pp.1 2 

 

 本研究において、実 の ン ー 調査に 力く さった 学 と指 の 、また本

研究を行うにあたり助 を きました岡崎 子大学子 も教育学 教  人先 に

より し上 ます。 
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味・ がもてる を通して行うことがぶれないように行った。「こ もまつり」で実施し

た 15の は 1の通りである。 

1 「こ もまつり」 の内  

  SSDDGG のの目目   ああそそ のの内内   

あそ １ 目  な と を世界 に きれいなお を うと うなるのかな  

あそ ２ 目 10 人 国の をなくそう ー ーにな う 

あそ  目  す ての人に と を ンを っつけてワク ンを けよう 

あそ  目 15 の かさを う をきれいにして動 たちを にしよう 

あそ  目 12 つくる つかう  分別して を作 う  

あそ  目  の高い教育をみ なに より い教育で を えよう  

あそ  目 13 動に 的な を さ て動 たちを助けよう  

あそ  目 ２ を に ラ ラ ックさ  

あそ  目  きがいも経済成 も はたらくって う  

１ 目  ン ー を実現しよう きなものは き を大 にしよう 

２ 目 11 み けられるまちづくりを ッく のまちの り 

 目 １ をなくそう を大 にしよう さないで よう 

１ 目 17 ー ー ッ で目 を 成しよう ラカ 作りをしよう 

２ 目 16 と をす ての人に 世界に とつ けの りを作 う 

 目 14 の かさを う がきれいって ちいい  

 

5.まとめ 

たちは「こ もまつり」という ン を通して実 したが、SDGsは日 活の での

の ち方 行動することが 要 と考える。 たちは、 から保育 として人 成の基

を う の子 もに わっていく。保育 が SDGsの考え方をもち、子 ものモデルとして

行動することで、子 もが SDG を に じたり、 味・ をもったりするようになるの

と う。子 もが、当たり前のように「地 は自分たちで る」という をもてるように

保育をしていきたいと考えるが、学 教育に ま ま 保育実 においては である。 

今 くの 教育の現場で、 を通した SDGsを実 してもらえるよう発 していくこと

が課題であると考える。 

 

考  

学 示 62 . 教育要 成 29年 示 .フ ー ル .2017 

示 117 .保育 保育指針 成 29年 示 . ー ル .2017 

ンド .こ も SDG . 会 カン ン.2020 
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